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白
装
束
に
身
を
包
む
 

若
い
い
の
ち
の
躍
動
が
 

悪
疫
害
虫
追
い
払
う
 

虫
は
昇
竜
さ
な
が
ら
に
 

火
を
噴
き
な
が
ら
天
へ
捌
び
 

夏
の
饗
宴
火
ぶ
た
切
る
 

よ
う
や
く
岩
木
嶺
暮
れ
そ
め
て
 

と
ど
ろ
く
音
に
目
を
見
張
る
。
 

空
も
川
面
も
み
な
花
火
 

息
も

つ
か
せ
ぬ
火
の
傘
に
 

日
頃
の
多
忙
忘
れ
去
り
 

た
だ
溜
息
の
感
嘆
詞
 

昼
は
奇
怪
な
虫
人
形
 

思
い
思
い
の
ア
イ
デ
ア
を

凝
ら
し
て
街
を
ね
り
歩
く

う
だ
る
暑
さ
も
な
ん
の
そ
の

子
ら
は
太
刀
振
り
荒
馬
で

流
し
踊
り
は
津
軽
美
人

ひ
び
く
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
 

夜
は
ネ
プ

タ
が
繰
り
出
さ
れ

た
が
い
に
研
を
競
い
あ
う

心
う
き
う
き
唯
子
も
弾
み

浴
衣
い
ろ
ど

る
灯
の
あ
か
り

ゆ
れ
る
花
笠
鳴
る
小
鈴

躍
っ
て
跳
ね
て
乱
舞
す
る
 

祭
り
が
燃
え
る
真
赤
に
燃
え
る

大
地
ひ
ら
い
た
父
祖
の
血
が

今
も
脈
々
生
き
て
い
る
 

お
お
 
ふ
る
さ
と
は
君
の
も
の

い
と
し
き
里
よ
五
所
川
原
 

市 の 人 口 

52,653人 

世 帯 数 	14,657 

（昭和59年 8 月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,401人 

女 	27,252人 

!
 

祭り一色の五所川原 
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意見発表する森田市長 

日本海ID藤慣自動車道建設促進同盟会総会 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
建
設
促
進
同
盟
会
 

難

環
事事
郵
糾
事
わ
釦
粉
か
競

参
軒
じ
引
シ
」剃
い
戸
n
釦
寿
い
」
「製
 

草
期
着

工
の
要
望
譲
 

森
田
市
長
が
意
見
発
表
 

同
自
動
車
道
は
、
新
潟
県
を

起
点
に
本
県
ま
で
の
開
通
を
目

指
す
も
の
で
す
が
、
新
潟
・
秋
田

県
は
ル
ー
ト
が
固
ま
っ
て
い
る

も
の
の
秋
田
以
北
に

つ
い
て
は
、
 

本
県
の
主
張
す
る
「
能
代

ー
 

ケ
沢
ー
五
所
川
原
ー
青
森
」
 
と

秋
田
県
側
の
意
向
で
あ
る
「
能

代
ー
大
館
ー
東
北
自
動
車
道
」
 

の
二
案
が
あ
り
ル
ー
ト
は
固
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

総
会
に
は
関
係
四
県
の
県
、
 

市
町
村
ら
関
係
者

百
余
名
が

出
席
し
、
来
賓
と
し
て
本
県
の

田
沢
吉
郎
、
竹
内
梨
一
両
代
議

士
ら
各
県
選
出
の
国
会
議
員
も

出
席
し
ま
し
た
。
 

席
上
、
青
森
県
代
表
と
し
て

森
田
市
長
が
意
見
発
表
を
行
な

い
 
「ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
道

路
名
称
通
り
青
森
県
内
に
お

い

て
も
日
本
海
沿
岸
を
縦
貫
し
て

ほ
し
い
」
 
と
強く
訴
え
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
「
第
九
次
道
路
整

備
五
カ
年
計
画

（
昭和
五
十
八
 
 

年
ー
昭
和
六
十
二
年
）
の
期
間

中
に
策
定
予
定

e
高
規
格
幹
線

道
路
網
計
画
に
同
自
動
車
道
を

組
み
入
れ
て
早
期
に
着
工
し
て

ほ
し
い
」
と
大
会
決

議
し
、
建

設
省
ら
関
係
機
関
に
働
き
か
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

森
田
市
長

の
意
見
発
表
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道

の
建
設
促
進
に

つ
い
て
意
見
を

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
昭

和
五
十
二
年
策
定
の
第
三
次
全

国
総
合
開
発
計
画
で
は
、
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
を
は
か
る
た

め
地
方
定
住
構
想
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
具
体
化
す

る
た
め
の
ー

つ
と
し
て
、
全
国

幹
線
交
通
体
系
の
構
想
に
当
っ

て
は
、
従
来
の
東
京
一
点

集
中

型
を
改
め
、
幹
線
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
全
国
に
わ
た
っ
て
均
衡
化

す
る
こ
と
を
、
長
期
的
基
本
目
 r

 
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

指
摘
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
幹
線
交
通
体
系
は
、
 

基
本
的
に
は
国
土
を
縦
貫
す
る

骨
格
路
線
と
、
横
断
す
る
助
骨

路
線
に
よ
る
陸
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
 

ー
ク
と
、
海
路
、
空
路
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
、
総
合
的
に
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
高
規
格

の
幹
線
道
路
網
に

つ
い
て
は
、
 

既
定
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
約
七
千
六
百

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
ほ
か
、
日
本
海
沿
岸
縦
貫
、
 

東
九
州
縦
貫
、
そ
の
他
の
幹
線

及
び
本
州
四
国
連
絡
ル
ー
ト
、
 

大
都
市
循
環
等
を
含
め
、
お
お

む
ね
一
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
で

形
成
さ
れ
る
と
う
た
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
五
十

八
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
九
次
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
担
う
高

規
格
幹
線
道
路
網
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
、
建
設
省
で
は

既
定
の
整
備
目
標
七
千
六
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
、
残
り
一
一

千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備

計
画
調
査
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

ご
案
内
の
よ
う
に
、
日
本
海

沿
岸
地
域
は
太
平
洋
沿
岸
地
域

と
比
較
し
、
地
理
的
、
気
象
的

条
件
な
ど
に
よ
り
、低
い
経
済
水

準
に
あ
り
、加
え
て
国
の
公
共
投

資
が
太
平
洋
沿
岸
に
先
行
的
に
 

「
ー
 
ー
 
ー
ー
ゴ
 

入
国
書
噴
官
博
集
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
三
十
六

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
一
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

▽
受
付
期
間
 
八
月
二
十
三

日

（
木
）
か
ら
九
月
五
日
（
水
）
 

ま
で
 

▽
試
験
日
 
第

一
次
 
十
月

一
一
十一
日
（
日
）
 

第
二
次
 
十
月
二
十
二
日

（月
）
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
仙
台
入

国
管
理
局
 
仙
台
市
五
輪
一
丁

目
三
番
二
〇
号

（
〒
九
八
三
）
 

仙
台
第
二
地
方
法
務
合
同
庁

舎
（
廿
〇
二
二
ニ
ー
五
六
ー
六

〇
七
六
ー
八
番
）
 

ニ
等
陸

・
海
・
空
士
 

占
目
衛
官
募
集
 

▽
受
付
期
間
 
受
付
け
は
、
 

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

▽
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を

有
し
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

未
満
の
男
子
（
女
子
も
含
む
）
 

▽
試
験
期
日
及
び
場
所
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

▽
待
過
 
そ
の
他
 
採
用
の

日
を
も
っ
て
二
等
陸

・
海
・
空
 

一
 

士
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
 
青
森
地
方

連
絡
部
五
所
川
原
募
集
事
務
所
 

（
廿
三
五

ー
二
三
〇
五
番
）
 

一
 

青
森
、
新
潟
、
山
形
、
秋
田

県
の
関
係
者
で
組
織
し
て
い
る

日
本
温
沿
岸
縦
貫
自
動
車

道
建

設
促
進
同
盟
会

（
会
長
 
板
垣
 

清
一
郎
山
形
県
知
事
）
の
総
会

が
七
月
二
十
四
日
、
東
京
・
千

代
田
区
の
東
条
会

館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 



「市
政
懇
談
会
」
（
前半
）
を
開
催
 

ー
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い

ー
 

,
 

,
 一

 
一
 

一
 

一
 

異
論
の
 

な
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か

ら
相
対
的
に
そ
の
格
差
が
拡
大

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

地
域
格
差
の
是
正
を

は
か
り

日
本
海
沿
岸
地
域
を
活

性
化
し
、
 

さ
ら
に
国
土
防
衛
上
か

ら
み
て

も
、
本
自
動
車
道

の
建
設
は
不

可
欠
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
 

私
ど
も
の
青
森
県
津
軽
西
北

五
地
域
は
、
米
と
り
ん
ご

に
代

表
さ
れ
る
わ
が
国
有
数
の
農
業

地
帯
で
あ
り
、
日
本
海
沿
岸
漁

業
と
と
も
に
食
糧
基
地

と
し
て

の
役
割
を
担
い
、
し
か
も
津
軽

開
発
の
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
日
本
海
海
運
の
拠
点

と

な
る
七
里
長
浜
港
湾
の
建
設
に
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
 
「市
政

懇
談
ム
ご
（
前
半
）
が
八
月
二
十

一
日

（火
）
か
ら
ニ
十
四
日
（
金
）
 

ま
で
の
間
に
、
市
内
六
会
場
で

次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

「市
政
懇
談
会
」
 
には
、
市

長
以
下
三
役
を
は
じ
め
、
関
係

部
課

（
か
い
）
長
が
出
席
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
問
題
点
や
、
 

ご
意
見
ご
要
望
を
拝
聴
し
、
市

政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
 
 

着
手
し
て
お
り
、
開
発
可
能
な

土
地
と
水
資
源
が
賦
存
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
二
十

一
世
紀
に

向
け
大
き
な
可
能
性
を
も
っ
た

地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
高
速
交

通
網
の
立
ち
遅
れ
に
よ
り
、
人

口
の
減
少
、
過
疎
化
現
象
の
進

行
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
圏
域
の
一
市
六

町
七
村
が

一
体
と
な
っ

て
地
域

を
活
性
化
す
る
た
め
、
地
場
産

業
の
振
興
と
、
企
業
誘
致
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し

て
日
立
の
進
出
も
決
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
は
、
高
速
交
通
体
系
の

整
備
、
と
り
わ
け
日
本
海
沿
岸
 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

い

で
下
さ
い
。
 

懇
談
会

（
前
半
）
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
八
月
二
十

一
日

（
火
）
午

前
九
時
三
十
分
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

午
後
一
時
「
干
分
、

コ
ミ
ユ

ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

▽
八
月
二
十
二
日
（
水
）
午

前
九
時
三
十
分
、
梅
沢
地
区
研

修
セ
ン
タ

ー
 
 

縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
立

ち
、
国
に
強
く
陳
情
を
重
ね
て

ま
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

私
ど
も
の
主
張
は
、
次
の
一
一

点
で
あ
り
ま
す
。
 

第
一
点
は
、

三
全
総
の
全
国

幹
線
交
通
体
系
構
想
で

明
示
さ

れ
た
日
本

海
沿
岸
縦
貫
自

動

車
道
を
、
最
優
先
で
第
九
次
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
の
高
規
格

幹
線
道
路
網
計
画
に
組
み
入
れ
、
 

整
備
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

第
二
点
は
、
そ
の
ル
ー
ト
を

こ
の
名
称
通
り
青
森
県
内
に
お

い
て
も
日
本
海
沿
岸
を
縦
貫
し
、
 

午
後
一
時
「
干
分
、

コ
ミ
ユ

ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
栄
 

▽
八
月
二
十
三
日

（
木
）
午

後
一
時
三
十
分
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
セ
ン
タ
ー
長
橋
 

▽
八
月
ニ
＋
四
日
（
金
）
午

後
一
時
三
十
分
、
毘
沙
門
集
会

所
 な

お
、
後
半
の
七
和
、
松
島
、
 

飯
詰
、
五
所
川
原
の
四
地
区

の

日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 
 

終
点
を
青
森
市
ま
で
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ

り
ま
す
。
 

重
ね
て
申
し
あ
げ
ま
す
が
、
 

三
全
総
に
お

い
て
は
、
津
軽
半

島
は
、
過
疎
化
の
著
し

い
地
域

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
 

総
合
的
な
手
だ
て
が
必
要
で
、
 

半
島
振
興
法
制
定
の
意
義

も
そ

こ
に
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

国
の
重
点
的
な
配
慮
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
地
域
全
体
が
半
永
久

的
に
陸
の
孤
島
と
化
す
懸
念
さ

え
あ
り
ま
す
。
 

加
え
て
、
津
軽
海
峡
を
か
か

え
る
津
軽
半
島
、
津
軽
西
海
岸

は
、
本
土
防
衛
上
最
も
重

要
な
 

今
年
の
九
月

か
ら
十
一
月
ま

で
の
三
カ
月
間

に
わ
た
り
、
昭

和
五
十
九
年
全

国
消
費
実

態
調

査

（
総
務
庁
統

計
局
所
管
）
が

全
国
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

国
民
の
暮
ら
し

向
き
を
家
計
の

面
か

ら
総
合

的
に
と
ら
え
、
 

全
国
及
び
地
域
 

別
の
世
帯
の
所
得
、
消
費
及
び

資
産
の
水
準
と
構
造
並
び
に
分
 
 

要
衝
で
あ
る
こ
と
は
、
 

な
い
処
で
あ
り
ま
す
。
 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道

は
、
単
に
公
共
投
資

の
経
済
的

動
車
道

経
済
的
 

効
果
の
み
を
も
っ
て
そ
の
是
非

を
論
ず
る
こ
と
な
く
、
国
土
の
 

の
是
非
 

均
衡
あ
る
発
展
を
期
す
る
た
め
、
 

二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
国
の

基
盤
と
な
る
施
策
と
し
て
前
進

さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

終
り
に
、
本
促
進
大
会
を
契

機
と
し
て
、
私
共
日
本
海
沿
岸

住
民
の
悲
願
で
あ
る
、
日
本
海

沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
の

一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
、
 

私
の
発
表
を
終
り
ま
す
。
 

布
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年

か
ら
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
 

調
査
で
は
、
全
国
か
ら
抽
出

さ
れ
た
約
五
万
四
千
世
帯
に
、
 

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
カ

月
間
家
計
簿
を

つ
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調

査
員
が
皆
様
の
お
宅
今
フ
か
が

う
お
り
は
御
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
柄
は
、
 

統
計
を

つ
く
る
た
め
だ
け
に
使

用
さ
れ
、
調
査
関
係
者
が
他
に

漏
ら
す
こ
と
や
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
 

で
、
ど
う
ぞ
あ
り
の
ま
ま
を
お

答
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
 

こ
の
調
査
に

つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
秘
書
企
画
課

統
計
調
査
係
（
廿
三
五
ー
二
一

一
一
番
 
内
線
三
一
八

・
三
一

九
番
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

未
来
あ
る
明
日
を
 

共
に
歩
も
う
 

新
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
 

ー
五
所
川
原
地
区
B
B
s
会
 

不
幸
に
し
て
非
行
に
走
っ
た

少
年
、
少
女
の
友
達
に
な
る
運

動
で
、
と
く
に
保
護
観
察
中
の

少
年
を
対
象
に
そ
の
更
生
を
手

助
け
し
ま
す
。
少
年
た
ち
に
愛

情
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
の
出

来
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
 

▽
連
絡
先
 
市
青
少
年
対
策

室
（
”
三
五
ー
二
一

一
一
内
線

三
五
五
番
）
 

全国消費実態調査に御協力を 

一家計簿は国と我が家のみちしるべ― 

③ 昭和59年（1984年） 8月15日 	 広報ごしょがわら 	 （573号） 



(573号） ④ 広報ごしょがわら 昭和59年（1984年） 8月15日 

児童扶養手当現況届添付書類 

区 	分 添 	付 	書 	類 

離 	婚 1 世帯全員の住民票 

死 	亡 1 世帯全員の住民票 

遺 	棄 

1 世帯全員の住民票 
2 本人の申立書及び福祉事務所長等

の証明 

拘 	禁 
1 世帯全員の住民票 

2 刑務所長等の証明 

未 婚 の 母 
1 世帯全員の住民票 

2 対象児童の戸籍謄（抄）本 

生 死 不 明 
1 世帯全員の住民票 

2 福祉事務所・警察等の証明 

養 育 者 
1 世帯全員の住民票 

2 養育申立書及び民生委員等の証明 

母の別居監護 
1 世帯全員の住民票 
2 別居監護の申立書及び学校長等の

証明 

他市町村（他 
県を含む）か 
らの転入者 

59年1月 2日以降に転入した場合， 

前住地の市町村長の58年分所得証明 

慰間を受けるお年寄りたち 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（葛

西
専
造
会
長
）
主
催
の
老
人
ス

ポ
ー
ッ
大
会
が
八
月
二
日
、
市

立
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
七
十

八
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
、お
よ
そ
七

百
五
十
人
の
お
年
寄
り
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
珍
プ
レ
ー
続
出

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
市
立
老
人
ホ
ー
 

ム
く
る
み
園
の
お
年
寄
り
三
十

人
と
青
山
荘
、
あ
か
ね
荘
の
お

年
寄
り
ら
も
招
か
れ
、
友
情
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
パ
ン
食
い
競
走
や

ク
ラ
ブ
対
抗
の
ボ
ー
ル
送
り
な

ど
盛
り
沢
山
の
種
目
が
用
意
さ

れ
、
胸
に
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
た
 

お
年
寄
り
た
ち

は
、
オ
ー
ル
ド

パ
ワ
ー
を
思
い

き
り
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
 

応
援
席
で
は

盛
ん
な
声
援
が

飛
び
交
う
な
か
、
 

孫
た
ち
と
弁
当

を
広
げ
る
な
ご

や
か
な
光
景
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
 

〔
写真
〕
 

珍
プ
レ

ー
続

出
の
老
人
ス
 

ポ
ー
ツ
大
会
 

沖
縄
か
ら
北
海
道
と
全
国
の

老
人
福
祉
施
設
を
訪
問
、

ハ
ー
 

モ
ニ
カ
を
演
奏
し
て
慰
間
し
続

け
て
い
る
通
称
 
「ハ
ー
モ
ニ
力

お
じ
さ
ん
」
 
が今
年
も
お
と
ず

れ
七
月
十
八
日
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
 
「青
山
荘
」
を
慰
問

し
ま
し
た
。
 

海
技
免
状
受
有
者

の
み
な
さ
ん
へ
 

こ
の
た
び
船
舶
職
員
法
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
、
昭
和
五
十
八

年
四
月
三
十
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
改
正
に
よ
り
、
海
技
資

格
の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
こ
と

等
に
よ
り
海
技
免
状
が
新
し
い
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
お
じ
さ
ん
は
、
 

長
崎
県
佐
世
保
市
山
祇
町
に
住

む
福
島
秀
治
さ
ん

（
六
十
二
歳
）
 

で
、
青
山
荘
の
訪
問
で
本
市

へ

は
九
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
お
よ
そ
四
十
人

の
お
年
寄
り
を
前
に
昔
な

つ
か

し
い
 
「九
段
の
母
」
 
や
 
「
父
よ

あ
な
た
は
強
か
っ
た
」
な
ど
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
次
々
演
奏
。
 

途
中
で

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
き
な

が
ら
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
と
 

握
手
を
し
、
「
長
生
き
を
し
て
下

さ
い
」
 
と
励ま
し
ま
し
た
。
 

福
島
さ
ん
は
、
長
崎
に
投
下

さ
れ
に
原
子
爆
弾
で
両
親
と
た

だ
一
人
の
妹
ん
4亡
く
し
、
そ
の

と
き
の
悲
し
み
を
思
い
出
し

ハ
 

ー
モ
ニ
カ
の
慰
問
を
思
い
た
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

様
式
の
も
の

に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
五
十
八

年
四
月
三
十
日
ま
で
の
旧
船
舶

職
員
法
に
よ
る
従
来
の
海
技
免

状
の
受
有
者
は
、
旧
免
状
を
新
免

状
に
引
換
え
る
必
要
が

あ
り
ま

す
。
 

※
詳
し
い

こ
と
は
、
東
北
海

運
局
青
森
支
部

へ
お
た
ず
ね
下

さ
い

（
廿
〇
一
七
七
ー
七
六

ー
 

二
六

一
二
、
三
〇
七
〇
番
）
 
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

大
ホ
ー
ル
 

▽
入
場
料
 
無
料
で
す
 

▽
出
演
 

o
G

・
o
B
賛
助
 

出
演
 

児
童
扶
養
手
当
証
書
、

印
鑑

そ
の
他
別
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▽
提
出
先
 

市
福
祉
事

務
所

児
童
係
 

（
云
三
五
ー
二
一
一
一
 
内
線

一
一
四
三
 

※
な
お
、
支
給
対
象
者
及
び
そ

の
他
く
わ
し

い
こ
と
に

つ
い

て
は
、
市
福
祉
事
務
所
児
童

係
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

老人スポーツ大会 

受
給
者
の
方
は
、
毎
年

一
回

八
月
に
、
そ
の
年
の
八
月
一
日

現
在
の
状
況
を
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
表
の

関
係
書
類
を
添
付
し
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出

を
し
な
け
れ
ば
八
月
以
降
の
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

▽
届
出
期
間
 

八
月
十
一
日
ー

八
月
二
十
一
一

日
ま
で
と
し
ま
す
。
 

▽
持
参
す
る
も
の
 

第

十
回

五
所

川
原

高

校

音

楽
部

定
期
演

奏
会
 

▽
と
き
 
九
月
一
日

（
土
）
 

午
後
六
時
開
演
 

ハ
ー
モ
ーー
力
お
じ
さ
ん
 

今
年
も
や
っ

て
来
た
 

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
 

r
 

,
 



麟鷲多 

難 

交通安全を呼びかける会員たち 

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
と
 

安
全

運
転
呼
び

か
け
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Lあなたのポケットに一冊ー」 

60年版 県民手帳 

デザイン・紙質一新、ますます便利で使い 

やすくなりました。（アドレス帳別刷付） 

レ発行時期 11月上旬 

レ頒 価 I部 300円 

59年版 県勢グラフ 

青森県の動きが、一目りょう然にわかるカ 

ラーパンフレット。（裏面は青森県全図） 

レ発行時期 9 月中旬 

レ頒 価 1部 350円 

Dお申込みは、 8 月31日までに 市秘書企画 

課統計調査係（ft35 -2111番 内線318 

319番）へどうぞ。 

市
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き

公
共
下
水
道
の
管
渠
工

事

（
別

図
表
示
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

工
事
期
間
中
は
交
通
渋
滞
で

車
両
の
通
行
や
歩
行
者
に
、
ま

た
夜
間
工
事
区
間
で

は
騒
音
等

で
皆
さ
ん
に
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
下
水
道
事
業

の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き

事
故
防
止
等
に
ご

協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

図面番号 工 期 

① 59 . 7 .3 -59 . 12 .9 

② 59 . 7 .11 -59 . 9 .18 

③ 59 . 7 .11 -59 .11 .27 

④ 59 .8 .8 -59 .12 .15 

《らレと園曝の教室 
ー受講者募集中です― 

す
。
 
才
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刈
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講
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ロ
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轡
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ク
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ク
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／
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が
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装
  602番） 

レ募集内容 

曜日 教室名 人員 回数 内 	容 サ
 
館

ブ利
 
体

用
 
育

サ
 

ケ
J
 
 

火
  

茶

料

陶
 
道

理
芸
  

10人 

15人 

12人 

10[I 
10回 

10回 

お茶の基本 

和、洋、中華と手軽な料理 

焼物の基本 

小林寺拳法 

水
  

せ ん 茶 10人 10回 （方円流） 
卓球‘バドミントン

軽運動 

木
  

著 	付 

生 	花 

レタリング 

10人 

10人 

10人 

10回 

10回 

10回 

着こなしのポイント 

（小原流） 

文字の骨組と応用 

金
  

卓心会（卓球） 

七
ツ
館
交
通
安
全
母
の
会
 

転
を
お
願
い
し
ま
す
」
 
と
呼
び

か
け
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
 

ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
も
か
わ

い

い
金
魚
ね
ぷ
た
を
手
に
、
シ

ー
 

ト
ベ
ル
ト
着
用
と
安
全
運
転
を

約
東
し
て
い
ま
し
た
。
 

市勤労青少年ホ ‘～ー， 

ームでは、くらし レ・ーJ/’ 露I 

と趣味の教室受講 子、. . 

者を暮集していま 

は本人負担） 

レ間い合せ・申込み先 

レ市勤労青少年ホーム（廿34一3602番） 

レ締切‘) 9月14日（金） 

レ受講期問 9 月19日～11月29日 

レ受講時問 午後 6時30分～午後 8時30分まで 

D開校式 9月19日 午後6時から 

七
『
館
交
通
安
全
母
の
会
（
秋

田
鶴
代
会
長
）
会
員
六
十
人
は

七
月
二
十
九
日
、
交
通
安
全
運

動
に
ち
な
ん
で
、
道
行
く
ド
ラ

イ
バ
ー
に
マ
ス
コ
ッ
ト
の
金
魚

ね
ぷ
た
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

、
ン
 

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

母
の
会
で
は
、
同
地
域
か
ら

死
亡
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
推
進
す
る

こ
と
が

一
番
と
こ
の
日
の
活
動

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

五
所
川
原
警
察
署
栄
駐
在
所

の
係
官

の
指
導
の
も
と
に
、
同

部
落
沿
い

の
国
道
一
〇
一
号
線

梅
田
北
口
丁
字
路
で
 
「安
全
運
 



長
期
天
気
予
報
 

※
概
況
 
八
月
の
半
ば
頃
ま

で
は
暑
い
日
が
多

い
見
込
み
で

す
。
九
月
は
秋
め
い
た
涼
し

い

日
が
多
く
、
十
月
の
後
半
に

は

冷
込
み
の
強

い
日
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
 こ
の
期
間
本
土
に
影
響

す
る
台
風
は
二
個
位
の
見
込
み

で
す
。
 

※
八
月
 
前
半

は
暑
い
晴
天

の
日
が
多

い
で
し
ょ
う
。
 後
半

は
寒
気
の
影
響
を
受
け
て
雷
雨

や
局
地
的
大
雨
な
ど
の
不
安
定

な
天
気
の
時
期
が
あ
る
見
込
み

で
す
。
月
平
均
の
気
温
は
平
年

並
、
降
水
量
は
や
や
多
い
見
込

み
で
す
。
 

※
九
月
 
前
線
や
高
気

圧
の

影
響
を
受
け
て
天
気
が
変
り
や

す
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
後

半
は
晴
れ
の
日
が
多
く
な
る
で

し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温
は
や

ゃ
低
く
、
降
水
量
は
平
年
並
の

見
込
み
で
す
。
 

※
十
月
 
天
気
は
周
期
的
に

変
わ
り
、
秋
晴
れ
の
日
が
多
い

で
し
ょ
う
。
後
半
は
犬
陸
か
ら

寒
期
が
南
下
し
て
冷
込
み
の
強

い
日
が
あ
る
見
込
み
で
す
。
月

平
均
の
気
温
は
や
ゃ
低
く
、
降

水
量
は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。
 

国民年金の保険料 l熱
忘れないで納めましょヲ搾翰 

い
る
た
め
、
 

俳
  

句
 

五
所
川
原
俳
句
会
提
供
 

ぐ
み
の
実
の
紅
々
熟
れ

て
子
の
遠
く
 

梅
雨
は
る
る
水
な
だ
ら
か
に
水
車
 

宵
祭
子
に
三
尺
赤
き
房
 

喝
采

の
遅
れ
て
と
ど
く
祭
笛
 

孫
と
見
る
最
終
列
車
月
お
ぼ
ろ
 

前
田
せ
い
女

対
馬
 
障
子

成
田
 
市
子

平
間
 
憲
子

斎
藤
今
日
子
 

〇
番
）
 

引
き
揚
げ
者

の
み
な
さ
ん

へ
 

厚
生
年
金
ゃ

共
済
組
合
な
ど

職
場
の
年
金

制
度
で
は
、
保

険
料
は
給
料
か

ら
天
引
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
の

で
、
納
め
る
こ

と
に
対
し
て
あ

ま
り
大
き
な
抵

抗
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
国
民
年

金
は
、
自
分
で

納
め
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
「
自
主
納
付
」
 

方
式
に
な
っ
て

ど
う
し
て
も
負
担
 

感
も
き

つ
く
、
と
も
す
れ
ば
納

め
に
行
く
の
も
お
っ
く
う
に
な
り
、
 

納
め
忘
れ
て
し

ま
う
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
少
し
で

も
負
担
感

を
軽
く
す
る
意
味
か
ら
今
年
四
 

市
で
は
、
現
在
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
中
で
、
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
 
 

月
か
ら
「
毎
月
納
付
」
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
の
で
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
納
め
忘
れ
て
い

ま
す
と
、
万
一
の
事
故
に
あ
っ

て
も
障
害
年
金
や
母
子
年
金

は

お
ろ
か
、
老
齢
年
金
す
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

労
働
安
全
衛
生
 

融
資
の
ご
案
内
 

▽
労
働
安
全
衛
生
融
資
制
度
と

は
 中

小
企
業

に
お
け
る
安
全
衛

生
施
設
の
整
備
を
金
融
面
か

ら

援
助
し
、
も
っ
て
労
働
災
害
を

防
止
す
る
た
め
、
中
小
事
業
者

を
対
象
と
し
て
、
機
械
の
安
全

装
置
、
保
護
具
、
換
気
装
置
等

労
働
者
の
安
全

と
健
康
を
確
保
 

が
、
特
に
今
年
か
ら
は
、
個
人

で
も
一
定
要
件
の
も

と
で
参
加

を
認
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
う

る
お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
の
た
 
 

す
る
た
め
の
施
設

の
整
備
に
必

要
な
資
金
を
長
期
か

つ
低
利
で

貸
付
け
を
す
る
制
度
で
す
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
五

所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
、
も

し
く
は
取
扱
い
金
融
機
関

へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

市
内
新
宮
町
八
四
の
五
 

五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
 

（
●
三
五
ー
二
三
〇
九
番
）
 

五
所
川
原
地
区
同
盟
（
議

長

古
村
亮
）
で
は
、
七
月
十
五
日
、
 

古
電
柱
を
利
用
し
た
ベ
ン
チ
ー
ー
 

十
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
社
会
福
祉

活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
商
工

観
光
課
の
指
導
に
も
と
づ
き
、
 

地
区
同
盟
組
合
員
三
十
名
が
炎

天
下
の
中
、
汗
み
ど
ろ
に
な
り

な
が
ら
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド
の
野

球
場
二
面
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

コ
ー
ト

ー
面
に
、
ま
た
、
市
内

高
野
の
児
童
遊
園
地
、
神
山
の

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
等
に
設
置

さ
れ
、
地
域
住
民
か
ら
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
 

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
外
地
 

（
ソ
連
、
旧
満
州
等
）
か
ら
本

国
に
引
き
揚
げ
入
国
さ
れ
た
際
、
 

持
ち
帰
っ
た
財
産
の
一
部
を
税

関
に
預
け
た
方
に
対
す
る
財
産

の
返
還
業
務
を
昭
和
二
十
八
年

か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

い
 

な
お
、
こ
の
奉
仕
活
動
に
は
、
 

北
郡
金
木
町

の
梶
浦
製
材
所
 

（
社
長
 
梶
浦
晴
二
）

の
ご
協

力
も
あ
り
ま
し
た
。
 
 

ま
な
お

一
万
九
千
六
百
四
十
一

人
分
が
未
返
還
と
な
っ

て
お
り

ま
す
。
（
（函
館
税
関

の
場
合
）
 

税
関
で
は
、
お
預
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お

返
し
し
て
い
ま
す
。
 

▽
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸

港
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
 

▽
外
地
の
集
結
地
に
お

い
て

総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た

証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
り

返
さ
れ
た
も
の
 

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人

ば
か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方

で
も
結
構
で
す
。
お
心
当
た
り

の
方
は
、
青
森
税
関
支
署
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
〒
〇
三
〇

青
森
市
青
柳
一
丁
目
一
番
一
号
 

e
〇
一
七
七
ー
三
四
ー
〇
七
八
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)）鰍
轟
m綴
蕪
慧
）
（
鱗
「
「
 

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
「清
掃
の
部
」
 
め
こ
ぞ
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
。
 

「花
だ
ん
の
部
」
 
の
二
部門
で
、
 

詳
し
く
は
、
市
管
理
課

へ
お

参
加
資
格
は
、

学
校
、
職
場
、
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

地
域
、
団
体

（婦
人
会
、
老
人
 

廿
三
五
ー
二
一

一
一
 
内
線
三

ク
ラ
ブ
、
商
店
街
等
）
等
で
す
 

二
五
番
 

児童遊園地に 

ベンチを寄贈 

ベンチ取付けに汗をなが 

す地区同盟組合員たち 
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昭
和
五
十
八
年
度
市
税
納
期
内
完
納
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
市

税
納

期
内
完
納
被
表
彰
者
は
次
の

と

お
り
と
な
っ
て
お
り
、
連
続
一
一

十
五
年
が
被
表
彰
該
当
年
数
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
被
表
彰
者
で
住
所
赤
負
等

に
よ
％
氏
名
、
完
納
年
数
等
に

違
い
が
あ
る
と
き
は
市

収
納
課
 

（
廿
三
五
ー
二
一
一
一
番
内
線

二
〇
三
番
）

へ
ご
連
絡
下
さ

い
。
 

五
所
川
原
地
区
 

＠
鎌
谷
町
 

渋
谷
 
操
 

＠
東
 
町
 

戸
田
 
ツ
マ
 

＠
柳
 
町
 

小
田
桐
明
郎
 

⑨
敷
島
町
 

黒
川
 
マ
サ
、
高
橋
 
光
広

⑨
雛
 
田
 

蒔
苗
 
禎
造
、
吉
町
 
や
粟

＠
柏
原
町
 

隈
井
 
ふ
み
、

鶴
谷
  
清
一
 

◇
納
期
内
完
納
被
表
彰
者
数
 

九
十
一
人
 

完
納
表
彰
式
 

⑨
と
き
 
昭
和
五
十
九
年
九
月

一
ニ
日
（月
）
 

午
前
十
時
三
〇
分
 

＠
と
こ
ろ
 
市

働
く
婦
人
の
家
 

（旧
警
察
署
跡
）
 

成
田
 
光
男
 

＠
幾
島
町
 

佐
藤
 
普

一
 

＠
中
平
井
町
 

福
岡
 
寿

一
 

＠
錦
 
町
 

工
藤
清
明
、
工
藤
喜
代
太
郎
 

＠
小
 
曲
 

三
浦
 
佐
美
 

栄

地
区
 

＠
み
ど
り
町
 

斎
藤
田
鶴
子
、
長
尾
 
正
雄
 

梅
沢
地
区
 

＠
梅
 
田
 

佐
藤
 
貞
雄
、
成
田
 
友
則

福
井
 
精
子
、
前
田
 
信
義

＠
中
 
泉
 

今
 

清
隆
 

七
和
地
区
 

＠
原
 
子
 

柳
原
 
せ
つ
 

＠
羽
野
木
沢
 

阿
部
円
次
郎
 

＠
高
 
野
 

浅
利
 
精
治
、
小
笠
原
忠
治
 

楠
美
 
竹
光
、
佐
々
木
健
一
 

長
橋
地
区
 

0
浅
 
井
 

秋
田
 
幸
誠
、
秋
田
佐
次
郎
 

＠
野
 
里
 

土
岐
 
秀
樹
 

＠
松
野
木
 

清
野
 
又

一
 

⑨
神
 
山
 

石
岡
 
泰
治
、
成
田
 
重
市
 

松
野
 
憲
一
、
松
野
 
繁
春
 

O
戸
 
沢
 

横
島
岩
太
郎
、
斎
藤
 
粕
雄
 

松
島
地
区
 

O
水
野
尾
 
 

森
 
平
内
 

O
唐
笠
柳
 

太
田
 
ッ
カ
、
春
藤
 
浅
七
 

山
内
 
清
祐
 

⑥
吹
 
畑
 

和
田
 
夏
男
 

⑥
漆
 
川
 

木
村
 
亮
 

＠
一
野
坪
 

小
野
 
民
佐
、
対
馬
 
邦
美
 

飯
詰
地
区
 

＠
飯
 
詰
 

伊
藤
喜
代
司
、
角
田
美
喜
悦

渋
谷
 
ナ
リ
、
松
野
 
広
守

山
口
 
賢
吉
、
横
山
 
定
信

中
谷
勝
太
郎
 

＠
下
岩
崎
 

笠
井
 
富
雄
、
其
田
 

勉

其
田
 
賢
心
、
増
田
 
繁
幸
 

毘
沙
門
地
区
 

＠
毘
沙
門
 

成
田
 
昭
則
、
成
田
 

知

＠
長
 
富
 

荒
関
 
清
栄
、
太
田
 
定
義

太
田
 
富
造
、
木
村
清
三
郎

斎
藤
 
ョ
シ
、
隈
井
 
粕
雄

其
田
美
代
治
、
蛸
島
長
三
郎

高
木
 
重
規
、
白
戸
 
ミ
キ

高
木
勘
十
郎
、
鳴
海
 
繁
八
 

三
好
地
区
 

⑥
藻
 
川
 

一
戸
 
惣
三
、
小
野
 
善
吉
 

川
浪
 
富
雄
、
工
藤
 
太
 

竹
谷
 
倉
吉
、
外
崎
 
武
夫

＠
鶴
ケ
岡
 

小
野
 
ス
ワ
、
小
野
 
蔵
造

小
野
 
ア
サ
、
小
野
 
竹
雄

小
野
 
彰
造
、
小
笠
原
久
雄

小
笠
原
俊
昭
、
川
浪
重
次
郎

葛
西
 
重
一
、
開
米
 
隆
一

開
米
与
佐
衛
、
小
野
 

隆
 

中
川
地
区
 

＠
田
 
川
 

神
 

祐
造
 

＠
川
 
山
 

藤
森
 
栄
造
 

25 

年 
完
納
被
表
彰
者
 

襖
表
彰
者
は
九
十

一
 

納税貯蓄組合に加ズしましょう 

市税 の 納 期 限
いま一度ご確認ください 

税目 
期別 市県民税 固定資産税 国保税 軽自動車税 

全 期 5月31日 

1 	期 6 月30日 5 月31日 7 月31日 

2 期 8 月31日 7 月31日 9 月30日 

3 期 10月31日 9 月30日 11月30日 

4 期 12月28日 11月30日 12月28日 

税金を決められた納期限までに完納したいと思う

のはだれでも同じでしょうが、一度にまとまったお

金を用意するのは大変なことです。 

ふだんから納税のため計画的に貯蓄をしておくこ

とが必要です。しかし、そうはいってもー人ではな

かなか思いどおりにいかないものです。 

そこで、納税のための貯蓄をしようという人たち 

が自主的に集まって組織したのが納税貯蓄組合です。 

●納税貯蓄組合に加入するには 

加入を希望する組合の組合長に加人届を提出してくだ 

さい。 

ー
ー“
』

“
‘ー、r七
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広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

入図書 

ご利用下さい 
市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

青森県内 

出版物総目録58 
寿森県立 

図書館 
マイコン実用事典 

数育ソフト

研 究 所 

北奥文化第 5 号 編集委員会 
鳥やチョウとの 

出合い 
南光 重毅 

日本海中部地震 

の記録 

県
 
土

木河
 
部

川
 

課
  

おやすみなさい 

のうた 
ャネチエック 

日本の白書59年版 
日本情報 

教育研究会 
お菓子の小屋 トウルンカ 

写真大百科事典 講 談 社 
森と牧場の 

ものがたり 
ラ 	ダ 

津軽藩の基礎的研究 長谷川成一 やねうらのねこ 椋 

友 垣 日 和 鈴木 	賢 最新鉄道小事典 久保 	敏 

えほんをっく る 栃折久美子 ぽくらの野球教室 沼沢康ー郎 

独創人間ここにあり 田原総一朗 たのしいゆびあそび おざきしんご 

なぜひとりで 

食べるの 
足立 己幸 

おとうさんは 

ライオンみたい 
椎野 利一 

入門騒音工学 中野 有明 るり寺ものがたり 椋 	鳩十 

いく っ も の 目 河合 清三 ほ し と せ い ぎ 熊谷さとし 

人間医師・教師 若月 俊― 
ダメな子ビリの子 

まけない子 
鈴木喜代春 

生 き がいの町 加藤千代三 
ぼくだけ 

ほっとかれたんや 
鹿島 和夫 

骨 	よ 	笑 	え 有明 夏夫 ぼくたちの明日 遠藤 豊吉 

真 実 の 瞬 間 赤川 次郎 
の
み
 
翼
 
h
  

オ
ャ
 
タ
什
 
・
 
エ
 

秘 	 伝 高橋 	治 
ことりとねこの 

ものがたり 
上野 紀子 

野草図鑑 1-3 長田 武正 かいじゆうぞろぞろ 木曽 秀夫 

おせいさんの団子鼻 田辺 聖子 
カエルにタバコを 

すわせたら 
岡村 正孝 

麻 子 	の 	愛 加納 	寛 
きっねケンタの 

カメラマン 
久保 	喬 

テレビ防災 

キャンぺ 

毎週木曜日 
青森放送（R A B) 

10 : 45--10 : 50 毎週土曜日 
青森放送（RAB ) 

13 : 50-14：叩 

キ局の 
放送 日 

ご存じですか 
防災ミニ百科 

キ 局の
放送 日 

そのときあなたは？ 
くらしの中の防災 

望日 
警戒宣言．ノ 

家庭では 

。

J
 
 

月

1
  

日
  

震災体験より 

9
  

月

1
3
 

日
 

警戒宣言．ノ 
外出先では 

9
  

月

8
  

日
  

地域ぐるみの 
防災を 

。

J
 
 

月

2
 
0
 

日
 

警戒宣言ノ 
職場では 

9
 

月
1
  

に

J
  

日
  

自主防災組織 
の活動 

9 月 
27日 

防災は隣近所の 
おっきあいから 

。

J
 
 

月

2
 
2
 

日
 

あなたも防災 
訓練に参加を 

9 月 
29日 

消防機関の活動 

移動保健所のお知らせ 

レと き 8 月31日（金） 

レじかん 午前 9 時30分から11時まで 

D ところ 梅沢地区研修センター 

D内 容 ①一般健康相談 ②血圧・心電図 ③尿・血 

液型などの検査 ④総合健康診断 

レ料 金 無料です。 

家族のためのリハビリ教室 

脳卒中患者を看護している家族のみなさん、家庭ででき 

る理学療法、看護を一緒に勉強（学習）してみませんか。 

）と き 9 月 6 日（木）-7日（金） 

レじかん 午前10時から午後 3時30分まで 

レところ 市保健センター（旧警察署跡） 

レ内 容 ①家庭看護 ②役に立つ道具の紹介、使い方、 

その他 

レ対 象 在宅脳卒中患者とその家族 

ン料 金 無料です。 

レ希望人員 20名 

レ申込み期間 8 月15日（水）から25日（土）までの11 

日間です。 

ン申込み先 市衛生課（廿35-2 111 内線268番） 

（乳幼児の健康診査う 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 ケ月児 S 59年 5 月生まれ 9 月11日 

6 力月児 S 59年 2 月生まれ 9 月18日 

I歳児 S 58年 8 月生まれ 9 月17日 

1歳 6 カ月児 S 58年 3 月生まれ 9 月25日 

3 歳児 S 56年 5 月生まれ 9 月20日 

●街頭献血にご協力下さい● 
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国鉄五所川原駅前 
10 : OO-12 : 00 

マルトモデパート駐車場 
13: 00---16 : 00 
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東北電力営業所前 
13 : 00-16 : 00 
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